（様式１号）＊全般的事項
・拠点への提出は原則メールで提出してください（やむを得ず、郵送する場合は事前に拠点へ連絡してください）
・申請書類はWord（押印不要）、添付書類はPDFで提出してください
記　載　例


＊申請日付
①「就業開始日の15日前」まで
　　　　　　　かつ
②「業務委託契約日」及び「納税
証明書発行日」以後


[bookmark: _Hlk182823122]副業・兼業人材活用促進事業補助金
交付申請書
＊住所、事業者名
　納税状況証明書と同一
＊代表者氏名
副業・兼業人材との契約者と同一

令和８年４月15日
長野県知事　　　　　　様
住　所  　長野県長野市○○町1234番地
事業者名　株式会社長野プロフェッショナル企画
代表者氏名　代表取締役　長野 華子

副業・兼業人材活用促進事業補助金交付要綱第６条の規定により、下記のとおり補助金の交付を申請します。

記


　１　申請区分（該当するものに○を記入）
	[bookmark: _Hlk188989107]○
	副業・兼業導入支援型
	
	
	移動費補助型


＊補助対象経費、交付申請額
税抜き


２　補助対象経費及び交付申請額
＊交付申請額
補助対象経費の2/3
千円未満切り捨て
上限500,000円

[bookmark: _Hlk182821492]　　補助対象経費　　　　金額　　1,081,600　　円

　　交付申請額　　　　　金額　　500,000　　円
＊県税納税証明書
・最寄りの県税事務所(県合同庁舎内)
で発行（有料）
・発行日は申請日前３か月以内のもの

＊会社概要　事業者名、住所、代表者が確認できる次のいずれか
会社パンフレット / ホームページ抜粋 / 登記事項証明書　　　　　　　　

３　添付書類＊申請者が個人事業主の場合
税務署への開業届(写)を提出

☑ 補助事業計画書（様式１－２号）
☑ 会社概要
☑ 補助金交付申請日前３か月以内に県税事務所で発行された申請者の県税納税証明書
□ 個人事業者の場合、所在地が確認できる書類
☑ 登録人材紹介会社の職業紹介等の事業に申請者が申込みをしたことを証する書類
☑ 補助事業計画書記載のプロ人材との業務に関する契約を証する書類
＊申込みを証する書類
・人材紹介会社へのサービス利用申込書又はシステムによる利用規約・料金表への同意画面
・事業者名、料金が確認できること

☑ 副業・兼業導入支援型の場合、誓約書（様式１－３号）
☑ その他知事が必要と認める書類
＊その他知事が必要と認める書類
・拠点による証明書（個人用又は法人用）
・交通費を申請する場合、経路及び金額がわかる書類
・宿泊費を申請する場合で、宿泊先が決まっている
場合は、宿泊先及び金額がわかる書類


[bookmark: _Hlk182832972]



→必要書類詳細は、補助事業計算書「補助対象額の算定根拠」記入例を参照


＊業務に関する契約を証する書類
・業務内容、期間、報酬等が明示された業務委託契約書又は条件合意書
・契約者は必ず代表者とすること
・契約期間は１か月以上６か月以内（自動更新で６カ月を超える契約は不可）
・契約日と就業開始日の間に15日以上


（様式１－２号）＊補助事業計画書
・本補助金は拠点経由で初めて副業・兼業人材(１名)を活用する企業様が対象です
・交付申請書に補助事業計画書を必ず添付してください


補助事業計画書（副業・兼業人材活用促進事業）


１　申請者の概要
	補助事業者名
	株式会社長野プロフェッショナル企画

	代表者名
	代表取締役　長野 華子

	所在地
	長野県長野市○○町2623番地 

	担当者
（部署・役職）
	総務課　課長　松本 太朗

	TEL
	026－XXX－2623
	電子メール
	XXXX2623＠nagano-***.co.jp

	企業概要
	創業：2015年９月　資本金：５百万円　業種：地域商社（商品企画・販売）
業務内容：長野県内産の食材や特産物を使用した特徴ある商品の企画と、その商品の
販路開拓を行っています。また、自ら商品企画をするほか、商品開発の代行・コンサ
ルティングも行っています。昨年から県産農産物の輸出を支援する業務をスタートし、
現在は△△、××××への果物輸出の支援に取り組んでいます。　



２　就業計画の概要
	[bookmark: _Hlk182834683]就業形態

	契約種別（該当項目にチェック）
□　雇用　　☑　業務委託　　□　顧問派遣　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　）

	契約締結日
	令和８年４月10日
	就業開始日
	令和８年５月１日

	プロフェッショナル人材の経歴

	氏名
	副業　兼輔

	居住地
	神奈川県横浜市□□区○○町△―△―△

	生年月日・年齢
	平成２年２月２日　（満38歳）

	勤務先・職名
	勤務先住所：東京都港区○○町×―×―×
勤務先名：株式会社□□□通商
職名：海外営業部マネージャー

	職務経歴等
	（保有する資格・スキル、職業経験の内容及び経験年数等）
2009～上場化学系メーカー総合職、2017～9医薬系翻訳会社コーディネーター、
2019～化粧品メーカーの海外進出サポート、2023～専門商社海外営業
海外在住経験があり、メーカーの○○国進出サポート実績豊富
日系化粧品メーカーの○○国進出において、販売サイト運用、インフルエンサー
マーケティング、契約書チェック、○○国でのイベント企画等多岐にわたる支援
実施、現在は専門商社において海外営業などの実務に従事

	その他特記事項
	－

	プロフェッショナル人材を活用して行う事業の概要

	ミッション
	□　経営管理　　□　販路拡大　　□　生産性向上　　☑　新規事業展開
□　IT・デジタル化に資する取組
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	ミッションの詳細と
それに伴う人材の
必要性
	昨年から県産農産物の輸出を支援する業務をスタートし、□□□□、××××
への果物輸出をお手伝いしています。今後は農産物のほか、県産商品の海外販
路開拓やメーカーの海外進出支援について業務拡大を計画中です。
業務拡大に当たり社内の知見・経験が十分でないことから、海外進出のコーデ
ィネート業務や海外営業の企画・実務に関する知識や経験のある人材を副業・
兼業で採用し、専門的知見に基づいたアドバイスをもとにプロジェクトの前進、
目標達成に向けたプロセスの明確化に取り組みます。


	従事先事業所等
	事業所住所：長野県長野市○○町2623番地
事業所名：株式会社長野プロフェッショナル企画
部署：－

	利用した登録人材紹介事業者
	○○○○○○（人材紹介会社名）

	[bookmark: _Hlk229990439]補助対象額の算定根拠

	人材紹介手数料
	　　　　100,000
	円
	

	報酬等
	　　　　900,000
	円
	月額50,000円×６か月＋インセンティブ報酬
1,000,000円（契約見込み額）×10%×６回

	交通費、旅費
	　　　 　81,600
	円
	往復運賃17,200円×3回＝51,600円
県内宿泊10,000円×3回＝30,000円

	合計
	　　　　1,081,600
	円
	(税抜き)


＊交通費、旅費
○申請時に移動経路と費用を決定する必要があります
・公共交通機関利用が原則（自家用車利用は要事前相談）
・任意の経路検索ソフトによる検索結果を添付
・宿泊費の補助対象上限額は次のとおり
　　県内1泊　10,000円（税抜き）
→宿泊先が決まっている場合には、宿泊料金がわかる書類
を添付

【補助対象経費】
県外の副業・兼業人材が申請書記載の従事先事業所等を訪れて業務に従事する場合の交通費・宿泊費
【補助対象外経費】
他社への営業・商談等に要する交通費・宿泊費
　　　
＊報酬等
インセンティブ(出来高)報酬は、契約書類に定めがある場合に申請可。申請する際は、算定根拠を明記する。

　例：契約見込額×○％＝△△円
　　　　　　　　↑
契約書に記載された出来高割合　

税抜きで記載



（様式１－３号）＊誓約書
・本補助金は拠点経由で初めて副業・兼業人材(１名)を活用する企業様が対象です
・交付申請書に誓約書を必ず添付してください


誓約書（副業・兼業人材活用促進事業）
交付申請書の日付と同一


令和８年４月15日
長野県知事　　　　　　様
住　　所  長野県長野市○○町1234番地　
事業者名　株式会社長野プロフェッショナル企画
代表者氏名　代表取締役　長野　華子


副業・兼業人材活用促進事業補助金の交付申請に当たり、当社は、これまでに長野県プロフェッショナル人材戦略拠点を通じて副業・兼業人材を活用したことがないことを誓約します。




（様式２号）＊変更等承認申請書
・交付決定を受けた事業内容を変更する場合（各対象経費の相互変更で20％超える場合等）は、事前に申請が必要です　　例：交通費２万円の場合、４千円以内であれば、別の経費に振り分け可能
・業務委託の早期終了や報酬・交通費の減額等で、補助対象経費の20％を超える減額は、事前に申請が必要です
！注意！　報酬・交通費の増額が見込まれても、交付決定額の増額申請はできません


副業・兼業人材活用促進事業補助金
[bookmark: _Hlk230005535]変更等承認申請書

＊住所、事業者名、代表者氏名
・交付申請時と同一
・代表者が変更になった場合は、
その旨を付記

令和８年８月○○日
長野県知事　　　　　　様
住　　所  長野県長野市○○町1234番地　
事業者名　株式会社長野プロフェッショナル企画
代表者氏名　代表取締役　長野　華
　　　　　　（令和８年６月１日株主総会で代表取締役変更）

令和８年４月○○日付け長野県指令８経創第○○号で交付決定を受けた副業・兼業人材活用促進事業の内容を下記のとおり（変更、中止、廃止）したいので、副業・兼業人材活用促進事業補助金交付要綱第８条第１項の規定により、承認を申請します。

記

１　（変更、中止、廃止）の内容

　　○補助対象経費         （変更前）   　  (変更後)        (差　引)
　                　  　　1,081,600円　　   754,400円　   △327,200円
　　　
	区　分
	変更前
	変更後
	差　引
	備　考

	人材紹介手数料
	100,000円
	100,000円
	－
	

	報酬等
	900,000円
	600,000円
	△300,000円
	業務期間　6→4か月

	交通費、旅費
	81,600円
	54,400円
	△27,200円
	往復回数　3→2回

	合　計
	1,081,600円
	754,400円
	△327,200円
	


　　
　　　　　　　　　　　 　　　（変更前）　　  (変更後)        (差　引)
　　○交付（申請）額　　　 　 500,000円　　  変更なし　　　　　 　－
 ＊交付申請額に変更が出ない場合も、補助対象経費の20％を超える変更をする場合は、申請が必要です


２　（変更、中止、廃止）の理由
　　
　　　予定した業務が早期に完了できる見込みとなり、補助対象経費が当初計画から２割を超える減額となるため


（様式３号）＊申請取下届出書
交付決定を受けた内容では事業を実施できない場合は、交付決定から30日以内に取下届を提出してください　　　　　　


副業・兼業人材活用促進事業補助金
申請取下届出書
交付決定から30日以内
＊住所、事業者名、代表者氏名
・交付申請時と同一
・代表者が変更になった場合は、
その旨を付記（変更等承認申請書の
記入例を参照）




令和８年４月○○日
長野県知事　　　　　　様
住　　所  長野県長野市○○町1234番地　
事業者名　株式会社長野プロフェッショナル企画
代表者氏名　代表取締役　長野　華子


令和８年４月○○日付け長野県指令８経創第○○号で交付決定を受けた副業・兼業人材活用促進事業補助金について、下記のとおり申請取下げをしたいので、副業・兼業人材活用促進事業補助金交付要綱第９条第２項の規定により届け出ます。

記



【申請取下げの理由】

　　　○○○に係る経費が補助採択されなかったことを受け、資金計画の見直しを行ったが、自己資金を調達する見込みが立たず事業実施を断念したため。


（様式４号）＊実績報告書
・次のいずれか早い日までに実績報告書を提出する必要があります
補助事業が完了した日から60日後　又は　令和９年２月15日
・実績報告書の提出期限までにすべての支払を完了する必要があります
！注意！提出期限後に支払った経費は補助対象外です。


副業・兼業人材活用促進事業補助金
実績報告書
＊住所、事業者名、代表者氏名
・交付申請時と同一
・代表者が変更になった場合は、
その旨を付記


令和８年10月○○日
長野県知事　　　　　　様
住　　所  長野県長野市○○町1234番地　
事業者名　株式会社長野プロフェッショナル企画
代表者氏名　代表取締役　長野　華
　（令和８年６月１日株主総会で代表取締役変更）


令和８年８月○○日付け長野県指令８経創第○○号で交付決定を受けた副業・兼業人材活用促進事業を完了しましたので、副業・兼業人材活用促進事業補助金交付要綱第11条第１項の規定により報告します。

記


　１　申請区分（該当するものに○を記入）
	○
	副業・兼業導入支援型
	
	
	移動費補助型




２　交付決定額及び実績額
＊実績額
税抜き

[bookmark: _Hlk205218049]　　交付決定額　　　　　金額　　283,000　　円

　　実　績　額　　　　　金額　　283,000　　円
　　　（交付決定額を上限に、補助対象額に補助割合を乗じた額※1,000円未満切り捨て）

＊補助対象経費を支払ったことを証明する書類
○人材紹介手数料、報酬等
・人材紹介会社及び副業・兼業人材からの請求書、並びに請求に対応する振込明細書のすべて
・振込明細書がない場合は、預貯金通帳の該当部分のコピー
○交通費、旅費
・公共交通機関利用の場合、移動経路・運賃を明示した請求書
・自家用車利用が認められた場合、請求書に経路を明示するとともに、有料道路代の領収書
・宿泊費がある場合、宿泊施設の領収書
・源泉徴収がある場合は、税務署への納付書



３　添付書類
☑ 補助事業実績書（様式４－２号）
☑ 補助対象経費を支払ったことを証する書類
☑ 業務に関する契約が完了したことを証する書類
□ その他知事が必要と認める書類＊業務に関する契約が完了したことを証する書類
業務日誌など契約期間中の業務状況が確認できる資料
！注意！　移動・宿泊を伴う業務に従事した日付・内容を明示

（様式４－２号）

補助事業実績書（副業・兼業人材活用促進事業）
税抜きで記載

	プロフェッショナル人材の就業状況等

	氏名
	副業　兼輔

	契約年月日
	令和８年４月10日

	契約期間
	令和８年５月１日
	～　　　令和
	令和８年８月31日

	従事先事業所等
	事業所住所：長野県長野市○○町2623番地
事業所名：株式会社長野プロフェッショナル企画
部署：－

	プロフェッショナル人材を活用して行った事業の概要

	ミッション
	□　経営管理　　□　販路拡大　　□　生産性向上　　☑　新規事業展開
□　IT・デジタル化に資する取組
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	事業実施の成果等
	（目的）
当社では、昨年からスタートした県産農産物の輸出支援業務に加え、現在は県産
商品の海外販路開拓やメーカーの海外進出支援について業務拡大を進めており、
社内に不足していた海外展開、海外営業の知見やノウハウの提供を受け、当社の
掲げたプロジェクトの前進に向けた業務プロセスを新たに策定しました。

	
	（概要）
業務委託した副業様には、海外進出のコーディネート業務や海外営業の企画・実
務に関する知識や経験をもとに、当社の掲げるプロジェクトに関して問題点や課
題を洗い出し、必要な修正の提案をいただくとともに、プロジェクトを実現する
ための具体的な工程表の策定を担っていただきました。

	
	（成果）
当初計画では、6か月間の業務期間を予定していましたが、2か月前倒しで業務プ
ロセスを策定することができました。また、期間中2回来社いただき、担当社員
と密接にコミュニケーションを取っていただき、海外展開に必要な、海外顧客対応、
英語資料作成、海外パートナー開拓、グローバル人材育成について多くの知見や経験
を伝えていただき、当社の今後の事業展開に道筋を付けていただきました。

	
	（今後の課題と展望）
策定した業務プロセス(工程表)に従って、着実に業務を進めていくことが必要で
あり、今後も定期的な実施状況のチェックと見直しに当たり、副業様にアドバイ
スいただくことを検討しています。

	実績額の算定根拠

	人材紹介手数料
	100,000　　円
	
	

	報酬等
	　　600,000　　円
	
	月額50,000円×４か月
＋1,000,000円×10%×４回

	交通費、旅費
	　　 54,400　　円
	
	往復運賃17,200円×２回＝34,400円
県内宿泊10,000円×２回＝20,000円

	合計
	    754,400　　円
	
	（税抜き）



（様式５号）＊精算払請求書
・県から補助金の確定通知があり次第、速やかに請求書を提出ください
・振込先口座を確認するため、通帳の写しなど口座番号・名義人等が確認できる
　書類を添付してください　　
・請求書提出後２～３週間程度で指定口座に補助金が入金されます


副業・兼業人材活用促進事業補助金　精算払請求書


令和８年11月○○日
長野県知事　　　　　　様
住　　所  長野県長野市○○町1234番地　
事業者名　株式会社長野プロフェッショナル企画
代表者氏名　代表取締役　長野　華

令和８年11月○○日付け長野県達８経創第○○○号で額の確定のあった上記補助金について、副業・兼業人材活用促進事業補助金交付要綱第12条の規定に基づき、下記のとおり請求します。

記　



１　補助金確定額      　　　　　金額　　　500,000　　円 



２　精算払請求額    　　　　　　金額　　　500,000　　円




補助金の振込先口座
	金融機関名
	○○○○信用金庫
	支店名等
	△△△支店

	口座の種類
	普通
	口座番号
	×××××××

	（フリガナ）
口座名義人
	カ.ナガノプロフェッショナルキカク
株式会社長野プロフェッショナル企画


＊添付書類を忘れずに添付！

３　添付書類
　　　　　金融機関名、口座番号、名義人等が確認できる書類（通帳の写し等）
